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６年生が本年度４月に受験した全国学力・学習状況調査の結果についてお知らせします。調査は､国

語・算数・理科の３教科と児童質問紙の４種類の調査問題でした。本校では、児童の基礎学力を確認す

るのに良い機会と考え、毎年調査に参加しています。また、児童質問用紙で児童各人の生活の様子がわ

かるのも本調査のメリットであると考えています。

以下が本校６年生の結果です。

【国語】

本校６年生の国語の基礎学力はしっかり養われてい

ます。特に「我が国の言語文化に関する事項」が満点

でしたし、「言語の特徴や使い方に関する事項」も９割

近い好成績であったことから、「知識及び技能」につい

ては何ら問題がないと言えます。一方「書くこと」や

記述式の問題形式については得点率が低いので、さら

に高める努力が必要ですが、「書くこと」にも意欲的に

取り組む児童が多いので、今後の伸長を期待していま

す。児童質問紙で、「今回の国語の問題では，解答を文

章で書く問題がありました。それらの問題についてど

のように解答しましたか」という質問にも「全ての書

く問題で最後まで解答を書こうと努力した」と回答し

た児童は90.3％でした。

また、漢字書き取り問題の正答率は90％程度でよく頑張っていると思います。漢字書き取りはきちん

と勉強しておけば満点を採ることが可能です。日頃の学習が良い結果を生んだといえるでしょう。今後

も、同音異義語や和語の書き取りなどを意識的に学習しておくとさらに力がつくでしょう。

また、国語で扱う教材（文章）の内容は非常に多岐にわたります。ですから、日頃からいろいろな分

野に興味・関心を広げることが大切です。今回の調査で「読書は好きですか」という質問に「当てはま

る」と回答した児童は38.7％で昨年の65.9%から大幅にダウンしています。「どちらかというと当ては

まる」を入れても77.4％で昨年より10％以上下がっています。自らの知の世界を広げるために、いろい

ろな書物にチャレンジすることが大切です。
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さらに、「新聞を読んでいますか」という質問に「ほぼ毎日読んでいる」「週に１～３回読んでいる」

と回答した児童は合計で29.0％で、こちらも昨年の34.1％や一昨年の約50％を下回る結果でした。新聞

を購読している家庭も減少している昨今の状況を反映した結果ともいえます。とはいえ、現在の世界情

勢や現代社会の課題など未来を志向していくうえで知っておきたい事柄や情報を積極的に求める姿勢は

なくてはならないと思います。

自分とは違った価値観を持った者との協働も必要な時代になってきます。素直な心で書物に向かい合

い、寛容な心で人の話を聴くということが今後求められる力であると考えます。

また、自分の考えや意見をじっくりと醸成し他者にわかりやすく説明できる表現力の向上も大切です。

そういう力を養えるように今後とも丁寧に教科指導を続けていこうと考えています。

【算数】

本校６年生は、どの分野もバランスよく、算数の基礎学力

が養われていることが分かります。

児童質問紙の回答では、「算数の勉強は好きだ」93.5％と

昨年の81.8％（「どちらかといえば、当てはまる」を含む：

以下も同様です）を大きく上回っています。「算数の授業の

内容はよく分かる」90.3％となっていて、本校児童が算数に

対して高い意欲と関心を持っていることが分かります。

算数は、「論理的な考え方ができる脳」を鍛えるために学

びます。つまり、物事の正しい順番を考えて推測したり説明

したりできる能力を養うことが学びの目当てです。単に答え

が合っていればよいという教科ではありません。また、「算

数の問題の解き方が分からないときは、あきらめずにいろい

ろな方法を考える」と回答した児童は74.2％、「算数の授業

で問題を解くとき、もっと簡単に解く方法がないかを考える」という児童は90.4％いました。算数の学

習では、いろいろな解き方を試し、解答に至るまでの思考過程を楽しむことが大切です。また、難しい

問題に挑戦して解けたときの達成感を味わうことで、世の中の諸問題に直面した時もあきらめずにいろ

いろな工夫を考えて、何とか解決しようとするチャレンジ精神を養えると思います。
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本校児童は、算数の基礎学力は十分に身についているので、今後は、基礎学力のさらなる充実とそれ

を応用する力を養い、算数を学ぶ楽しさをさらに深く体感して欲しいと願っています。主体的に問題に

取り組み、論理的思考の楽しさや論理的整合性の美しさを味わえるような人間に成長してくれることを

期待して、各個人に寄り添いながら丁寧に教科指導を続けていこうと考えています。

【理科】

本校６年生は、どの分野もバランスよく、理科の基礎学力

が養われていることが分かります。ただし、全国的な傾向で

もありますが、エネルギーに関する分野はもうひと頑張りす

る必要があります。

児童質問紙の回答では、「理科の勉強は好きだ」80.6％（「ど

ちらかといえば、当てはまる」を含む：以下も同様です）「理

科の勉強は大切だと思う」93.6％、「理科の授業の内容はよ

く分かる」90.3％となっており、理科に対する本校児童の高

い関心と意欲がうかがえます。ただし、「理科の授業で学習

したことは、将来、社会に出たとき役に立つと思う」90.4％

に対し、「理科の授業で学習したことを、普段の生活の中で

活用できないかを考える」77.4％、「将来、理科や科学技術

に関係する職業に就きたいと思う」58.0％と現実の自分の生

活や将来と直接的に結び付けて考える児童はやや少ないのか

なと感じます。

理科の内容は、高度になればなるほど抽象的になるのですが、小学校においては、できるだけ観察や

体験を重視して、観念的な内容でも、できるだけ体感できるように工夫しながら授業を展開してきまし

た。そうすることで「実生活で役立つ理科」を実現できると考えるからです。今後ともそれは継続しつ

つ、理科の授業を通して、「問題解決の力をつける」「科学的に物事を見たり、判断したりすることがで

きる力をつける」ことを念頭に置いて理科教育に当たりたいと考えています。

本校児童が社会に出てから、より正しい判断ができる人間に成長してくれること、また自然を愛し、

科学技術の発展に貢献できる人物に成長し、今よりももっと快適でよりよい社会の実現に貢献してくれ

ることを期待して丁寧に教科指導を続けていこうと考えています。
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学習についての総括

本校児童はよく学習に励んでいると言えます。一方、時間をかけることも大切ですが、質も大切です。

時間に見合う結果が収められているのかを、しっかり検証することが大切です。中学生になったら、よ

り効率的な学習方法を自分たちなりに見つけることが必要です。自らができるようになったという達成

感を感じられると学習も楽しくなります。児童各自が知的好奇心を働かせ、楽しみながら学習に励んで

くれることを期待しています。

なお、これまで難関大学に合格するためには、いかに多くの知識をインプットできるかが重要課題で

した。しかし、昨今の大学入試は、単に知識を身につけているだけでは突破できません。答えのない問

題に対して、自分の持っている全知識を活用して考え、判断し、誠実かつ論理的に解答することが求め

られています。そういう意味では全人的な力を高めておかないとよい結果を手に入れることはできない

ということです。

また、今回の調査では、2019年12月に文部科学省が打ち出した「GIGA スクール構想」に関わって、

ＩＣＴについての質問も含まれていました。

本校においても３年前に「GIGA スクール構想」に基づき、ＩＣＴの環境整備を推進し、１人１台端

末を実現して、今日まで、タブレットを積極的に活用してきました。今では、本校児童の学習にとって、

タブレット端末はなくてはならないものになっていることが、上記の表からわかります。

新型コロナウイルス感染症の影響もあり、ここ数年の間に、学習動画の配信やオンライン授業の実施

などを含め、教育も多様化が求められるようになりました。今後も引き続き様々に教育の形が変化して

いくものと思われます。本校においては常に児童にとって何がよいのかを真剣に考えながら、教育のあ

るべき姿を追い求めて行こうと考えています。
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【児童質問紙】

基本的生活習慣及び学校生活

本校では、基本的生活習慣もしっかり確立し、楽しく登校してくれている児童がほとんどです。一部

「当てはまらない」と回答した児童がいるのも事実であり、十分注意して支援していくつもりです。

「毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか」という質問については「当てはまらない(「どちらかと

言えば」を含む)」が22.6％存在し、全国より高い数値になっています。睡眠時間が一定せず、生活時

間に乱れがあるせいか、随分疲れているなと感じる児童がいることも事実です。

学校での人間関係も多くの児童が友だちや先生を信頼して安定した生活を送っていると思われます。

「自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか」は、25.8％が「当てはまらない」と回答し

ていますが、自我の確立期に自分の考えに固執するのはありがちなことで、あまり心配する必要はない

と思いますが、多様な価値観を互いが尊ぶ精神をしっかり養っていかなくてはならないと思います。

規範意識
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本校児童は規範意識もしっかりと身についています。人の役に立つ立派な人間になりたいという意識

や「いじめ」を決して許さないという意識を持っていることも嬉しく思います。これからも仏教の教え

を基に心優しい人物を育みたいと考えています。

本校では、今後も児童の見守りをしっかりと行い、丁寧な指導を心がけてまいりますので、ご家庭で

のご指導もご協力くださいますようお願いいたします。

自尊意識・挑戦心及び社会に対する関心

本校児童は90.4％の児童が将来に夢を抱き、「自分の決めたことは、やり遂げるようにする」という

児童が多いのですが、一方で「先生が、自分のよいところを認めてくれている」と考える児童が93.5％

もいるのに、「自分には、良いところがあると思いますか」の質問に対して29.0％の児童が「当てはま

らない」と回答し、「難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦できますか」については38.7％の児童が

「当てはまらない」と回答しており、物事をやり抜こうとする気持ちを持っているものの自信がないと

いう結果になっています。本校児童は、自己に対する要求水準が高く、完璧を追い求める傾向があるた

め、失敗を恐れるのではないかと推測します。また周囲の大人の期待に応えなくてはという気持ちも強

く、失敗して裏切りたくないという思いもあるのかもしれません。失敗や間違いは恥ずかしいことでは

ありません。そこから学ぶことはたくさんあり、失敗や間違いを乗り越えたときに人は成長するのだと

思います。児童たちが失敗を恐れずにいろいろなことに挑戦し、小さな失敗をたくさん積み重ねて大き

な成果へとつないでくれることを期待しています。

本校は、児童の夢の実現のため全力で児童一人ひとりを支えられる学校でありたいと考えています。

児童たちが主体的かつ意欲的に、いきいきと活動できる学校を目指して、教育に精励する所存です。

どうか保護者の皆様には今後とも変わらぬご支援をお願い申し上げます。


